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１　

明
治
女
学
は
じ
め

明
治
二
年（
一
八
六
九
）五
月
二
十
一
日
、
京
都
で
最
初

の
小
学
校
が
、
上
京
二
十
七
番
組（
柳
池
）小
学
校
と
し
て

開
校
式
を
挙
げ
た
。
学
科
は
筆
道
、
算
術
、
読
書
の
三
科

で
、
初
・
中
・
上
の
三
等
と
し
た
。
花
蹊
の
在
京
時
代
で

場
所
も
数
百
メ
ー
ト
ル
の
近
隣
だ
っ
た
が
、
言
及
記
録
は

見
当
た
ら
な
い
。

そ
の
京
都
で
は
女
学
校
に
相
当
す
る
「
新
英
学
校
女じ

ょ

紅こ
う

場ば

」
が
開
設
さ
れ
、
英
語
、
裁
縫
、
手
芸
を
教
え
た
。
明

治
五
年（
一
八
七
二
）四
月
の
開
設
で
、
後
に
京
都
府
立
第

一
高
等
女
学
校
と
な
っ
た（
福
沢
諭
吉
『
京
都
学
校
記
』

明
治
五
年
六
月
）。

花
蹊
の
郷
里
木
津
で
は
、
跡
見
家
の
寺
唯
泉
寺
に
「
第

五
番
学
校
」（
小
学
校
）が
明
治
七
年（
一
八
七
四
）に
開
校

し
、
句
読
、
習
字
、
算
数
を
教
え
た
。
明
治
十
四
年（
一

八
八
一
）の
新
校
舎
「
木
津
小
学
校
」
ま
で
続
い
た
。
初

代
校
長
と
は
花
蹊
も
交
流
を
密
に
し
て
、
花
蹊
の
喜
寿
に

は
学
校
と
生
徒
一
同
に
記
念
品
を
贈
っ
て
い
る
。

明
治
五
年
九
月
に
は
画
期
的
な
「
学
事
奨
励
に
関
す
る

被
仰
出
書
」、
つ
い
で
「
学
制
」
の
公
布
で
国
民
皆
学
の

大
号
令
が
告
げ
ら
れ
、
近
代
的
教
育
制
度
が
歩
み
出
す
こ

と
に
な
る
。

花
蹊
の
身
辺
で
は
、
明
治
四
年（
一
八
七
一
）十
月
二
十

二
日
、
御
所
の
大
広
間
に
召
さ
れ
て
、
華
族
に
、
明
治
天

皇
が
親
し
く
奨
学
の
勅
諭
を
賜
り
、
特
に
海
外
留
学
の
奨

励
、
女
子
教
育
の
必
要
を
告
げ
ら
れ
た
。
主
君
の
公
義
君

は
陛
下
の
お
言
葉
に
促
さ
れ
た
の
か
、
翌
五
年
九
月
に
ド

イ
ツ
留
学
の
た
め
横
浜
港
を
発
っ
た
。

海
外
留
学
と
い
え
ば
、
近
代
女
子
教
育
史
上
の
快
挙
と

い
っ
て
よ
い
、
津
田
梅
子
ら
五
人
の
少
女
た
ち
の
ア
メ
リ

カ
留
学
の
破
天
荒
と
も
い
う
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
。
梅
子

は
明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）暮
に
帰
国
し
て
、
華
族
学
校

な
ど
を
経
て
、
後
に
「
女
子
英
学
塾
」
を
創
設
し
、
英
語

教
育
に
先
駆
者
と
し
て
の
異
色
の
足
跡
を
残
し
た
。

神
田
は
近
代
日
本
の
女
学
校
の
メ
ッ
カ
と
い
っ
て
も
よ

一　

明
治
期
の
跡
見
女
学
校
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い
。
明
治
五
年
二
月
、
国
立
の
東
京
女
学
校
が
竹
橋
に
創

設
さ
れ
、
そ
の
白
山
通
り
向
う
側
に
、
私
立
学
習
院
が
明

治
十
年（
一
八
七
七
）十
月
、
天
皇
・
皇
后
親
臨
の
下
、
男

女
別
棟
で
開
業
し
た
。
水
道
橋
を
渡
っ
た
丘
に
は
、
明
治

八
年（
一
八
七
五
）十
一
月
、
官
立
の
東
京
女
子
師
範
学
校

が
女
子
教
員
養
成
を
図
っ
て
開
校
し
た
。

そ
の
白
山
通
り
の
中
程
、
神
田
区
中
猿
楽
町
十
三
番
地

こ
そ
が
、｢

私
立
跡
見
学
校｣

の
創
学
の
地
で
あ
っ
た
。

時
に
明
治
八
年
で
あ
っ
た
。

⑴　

跡
見
学
校
│
教
科
の
特
色

明
治
九
年
の
秋（
九
歳
の
時
）私
は
神
田
猿
楽
町
の

神
田
中
猿
楽
町
の
跡
見
学
校
校
舎
正
面

二
代
目
校
長
跡
見
李
子
の
姉
伴
子
の
書
き
留
め
た
校
舎
見
取
り
図
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角
の
跡
見
学
校
へ
入
学
の
た
め
、
花
蹊
先
生
の
お
住

居
の
玄
関
に
立
っ
た
。

正
面
は
四
角
な
赤
・
青
・
紫
の
色
硝
子
の
は
ま
っ

た
校
舎
の
扉
で
、
そ
の
頃
は
こ
う
い
う
物
も
珍
し
い

の
だ
っ
た
。
花
蹊
先
生
の
姉
君
千
代
滝
様
と
い
う
色

の
白
い
、
ふ
く
ふ
く
し
た
方
が
お
会
い
下
さ
れ
、
お

師
匠
様
と
と
な
え
る
花
蹊
先
生
も
出
て
お
い
で
に
な

っ
た
。「
よ
う
お
出
で
や
し
た
ナ
ア
、
か
し
こ
そ
う

な
子
や
ナ
ア
、
名
は
何
と
お
い
い
や
す
か
」
等
と
い

わ
れ
る
京
弁
に
、
母
は
ま
ご
ま
ご
し
て
お
ら
れ
た
。

私
は
こ
れ
が
面
白
く
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
。
翌
日

か
ら
こ
の
学
校
│
仲
猿
楽
町
の
角
の
薔
薇
垣
の
回
ら

し
て
あ
る
通
称
バ
ラ
学
校
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
跡

見
学
校
へ
往
復
の
供
を
人
力
車
で
し
て
く
れ
た
。

学
校
は
門
の
左
が
奥
の
人
の
住
居
、
右
が
寄
宿
舎

で
八
畳
の
間
が
両
側
五
つ
間
だ
っ
た
か
並
ん
で
い
た
。

廊
下
で
続
い
た
真
中
が
五
十
畳
と
八
畳
の
間
が
あ
り
、

台
所
が
あ
っ
て
、
二
階
は
二
十
畳
ほ
ど
の
た
た
み
が

敷
い
て
あ
り
、
外
側
は
洋
館
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

壁
は
紙
張
り
と
覚
え
て
い
る
。
机
が
二
脚
ず
つ
ズ
ラ

リ
と
幾
側
も
向
う
前
に
並
列
し
て
い
て
、
座
ぶ
と
ん

を
し
き
坐
っ
て
学
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

お
師
匠
様
は
隅
の
一
方
に
グ
ル
リ
と
机
を
ま
わ
し

て
坐
っ
て
お
い
で
に
な
る
。
窓
の
上
に
木
札
が
か
か

っ
て
い
て
、
入
学
の
順
番
が
そ
れ
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
生
徒
の
数
は
そ
の
頃
百
人
計
り
で
あ
っ
た
。

跡
見
学
校
は
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
す
る
所

と
し
て
花
蹊
先
生
の
徳
望
は
み
と
め
ら
れ
た
。
少
し

世
の
中
に
知
ら
れ
た
家
庭
の
子
女
は
此
処
に
入
学
を

求
め
た
。
お
師
匠
様
が
関
西
の
方
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
か
ら
、
お
公
卿
様
の
子
女
が
多
か
っ
た
。

科
目
は
教
場（
お
セ
ッ
パ
）と
い
っ
て
習
字
と
画
の

稽
古
、
国
語
は
小
学
読
本
、
日
本
地
誌
略
、
日
本
外

史
、
十
八
史
略
な
ど
、
其
の
上
は
蒲
生
重
章
先
生
が

お
い
で
に
な
っ
て
教
え
ら
れ
、
お
師
匠
様
も
習
っ
て

お
い
で
に
な
っ
た
。
数
学
は
女
の
先
生
で
加
減
乗
除

な
ど
な
ら
っ
た
。
級
が
わ
か
れ
て
い
る
の
で
な
く

極
々
気
軽
な
自
由
な
学
校
だ
っ
た
。

 

（
三
宅
花
圃
、
旧
姓
田
辺
龍
子
）

折
か
ら
主
君
姉
小
路
公
義
は
独
逸
留
学
中
で
留
守
で
も

あ
り
、
父
重
敬
翁
は
点
茶
を
、
千
代
滝
姉
は
裁
縫
を
、
琴

は
山
登
松
齢
翁
の
高
弟
伊
豆
江
刀
自
の
受
け
持
ち
。
弟
、

愛
四
郎
も
ま
た
花
蹊
を
実
務
面
で
助
け
た
。
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明
治
八
年
一
月
八
日

…
八
日
吉
辰
を
以
て
開
校
式
執
行
す
。
華
族
之
方
ヽ

姫
方
等
も
来
賓
の
多
き
実
に
驚
入
た
り
。
こ
れ
よ
り

跡
見
女
学
校
と
称
し
て
、
女
子
教
育
に
従
事
す
る
。

国
語
、
漢
籍
、
算
術
、
習
字
、
絵
画
、
裁
縫
、
琴
、

挿
花
、
点
茶
之
九
科
目
と
す
。 （『
跡
見
花
蹊
略
歴
』）

明
治
八
年（
一
八
七
五
）新
春
早
々
に
待
望
の
開
校
式
に

こ
ぎ
つ
け
た
記
事
で
あ
る
。
明
治
五
年（
一
八
七
二
）八
月

学
制
頒
布
以
来
、
心
を
砕
い
て
い
た
年
来
の
女
子
教
育
の

夢
を
こ
こ
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
地

所
を
買
得
し
、
塾
の
棟
上
げ
も
終
え
、
そ
こ
で
改
め
て
当

局
に｢

私
学
開
業
願
」
を
十
一
月
十
三
日
付
で
提
出
し
た
。

書
類
は
文
部
省
交
付
の
「
小
学
規
則
」
を
て
い
ね
い
に
な

ぞ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
。

⑵　

学
校
生
活

創
学
当
初
の
史
料
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

明
治
五
年
「
学
制
」
が
発
せ
ら
れ
て
、
庶
民
も
男
女
の
別

な
く
、
就
学
を
奨
め
ら
れ
、
世
間
の
期
待
も
よ
う
や
く
高

ま
る
。
そ
の
初
期
の
跡
見
学
校
の
動
静
は
大
い
に
注
目
さ

れ
、
記
事
に
な
っ
た
。

前
に
引
用
し
た
、
田
辺
龍
子（
花
圃
）の
回
想
記
は
さ
す

が
に
、
近
代
女
流
文
学
者
の
魁

さ
き
が
け『

藪や
ぶ

の
鶯
』
の
作
者
だ
け

あ
っ
て
、
生
彩
に
富
ん
で
い
る
。

文
明
開
化
の
新
風
景
と
し
て
、
女
学
記
事
は
珍
重
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
次
に
紹
介
す
る
文
章
も
明
治
十
一
年（
一

八
七
八
）十
一
月
二
十
八
日
『
朝
野
新
聞
』
掲
載
の
記
事

で
あ
る
。去

る
廿
四
日
は
跡
見
女
学
校
の
開
業
三
年
祭
に
て

生
徒
の
試
験
あ
り
、
観
客
群
集
し
清
国
公
使
も
参
ら

れ
頗
る
盛
会
な
り
き
。
講
堂
の
正
面
に
は
神
床
を
設

け
、
八
意
思
兼
の
軸
を
掛
け
、
神
献
は
悉
皆
生
徒
が

『
跡
見
花
蹊
日
記
』
明
治
八
年
の
条
に
み
る
中
猿
楽
町
十
三
番

地
の
地
所
買
得
、
地
券
状
請
取
、
塾
棟
上
げ
の
記
事
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少
年
少
女
雑
誌
『
頴
才
新
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
生
徒
の
絵
と
書
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彩
袖
羅
裙
妍
を
競
ひ
て
備
へ
ら
れ
、
右
畢
り
て
講
義

及
び
書
画
合
作
、
或
は
自
作
の
詩
を
録
す
る
も
有
り

て
、
何
れ
も
筆
力
縦
横
、
観
る
者
皆
々
感
ぜ
ざ
る
は

な
か
り
し
。
当
日
講
義
さ
れ
し
人
々
は
、
国
史
纂
論
、

三
条
智
恵
子（
六
歳
）、
蒙
求
、
三
条
西
演
子（
七
歳
）、

小
学
、
秋
月
蘭
子（
七
歳
）、
川
村
仲
子（
八
歳
）、
同

福
子（
八
歳
）、
齋
藤
仁
子（
十
一
歳
）、
左
伝
、
萬
里

小
路
伴
子（
十
一
歳
）、
板
倉
棲
子（
十
一
歳
）に
て
、

自
作
の
詩
を
書
か
れ
し
は
細
川
熊
江
、
飛
鳥
井
栄
子
、

波
多
野
元
子
、
石
川
順
子
、
板
倉
棲
子
、
萬
里
小
路

伴
子
の
六
名
。

当
時
の
授
業
や
行
事
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、
四
、
五
歳
か
ら
一
七
、
八
歳
く
ら
い
の
塾
生
の

放
課
後
、
夜
の
生
活
、
お
遊
び
な
ど
盛
り
沢
山
の
工
夫
や

演
出
で
賑
や
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

花
蹊
は
つ
と
め
て
旧
来
の
風
習
・
行
事
に
合
わ
せ
て
の

お
娯た

の
しみ

を
催
し
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
行
楽
も
行
っ
て
、
塾

生
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
、
情
操
の
涵か

ん

養よ
う

に
意
を
用
い
た

の
で
あ
っ
た
。
花
蹊
の
考
案
し
た
、
今
様
歌
に
合
わ
せ
た
、

就
寝
前
の
「
運
動
踊
」
は
文
部
省
の
お
歴
々
も
視
察
に
み

え
た
と
い
う
ほ
ど
に
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
課
外
的
に
用

意
し
た
、
点
茶
、
琴
曲
は
と
も
に
「
学
校
茶
道
」
と
「
音

楽（
邦
楽
）」
の
鼻
祖
と
し
て
史
家
の
評
価
が
あ
る
。

２　

柳
町
へ
の
移
転

⑴　

新
校
舎

『
跡
見
女
学
校
改
築
之
主
旨
』

明
治
八
年
初
テ
我
跡
見
女
学
校
ヲ
神
田
区
中
猿
楽
町

ニ
設
立
ス
ル
ヤ
、
国
事
草
創
教
育
ノ
制
未
ダ
其
緒
ニ

就
カ
ズ
、
都
下
僅
ニ
、
二
三
ノ
校
舎
ア
ル
ノ
ミ

そ
の
他
も
、

今
ヤ
人
烟
稠
密
ノ
街
衢
ト
ナ
リ
、
教
育
ノ
制
亦
往
日

ノ
面
目
ヲ
一
新
セ
リ
。
加
フ
ル
ニ
生
徒
群
集
シ
、
校

舎
太
ダ
狭
隘
ヲ
告
グ
ル
ヲ
以
テ
再
ビ
閑
散
ノ
地
ヲ
卜

シ
、
更
ニ
壮
大
ノ
校
舎
ト
幽
曠
ノ
庭
園
ヲ
営
ミ
、
大

ニ
改
良
ノ
方
法
ヲ
施
シ
、
以
テ
完
全
ノ
女
風
ヲ
養
成

セ
ン
ト
ス
ル

と
は
い
え
、「
と
う
て
い
一
個
人
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
」

と
し
て
、
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原
、
茂
木
、
西
村
、
川
村
、
田
村
、
米
倉
ノ
諸
君
ニ

謀
リ
、
幸
ニ
其
賛
成
ス
ル
所
ト
ナ
リ
、
且
同
志
諸
君

ノ
醵
金
ヲ
得
タ
ル
ヲ
以
テ
、
昨
明
治
二
十
年
四
月
地

ヲ
小
石
川
区
柳
町
ニ
相
シ
、
八
月
初
テ
工
ヲ
起
シ
、

十
二
月
下
旬
ヲ
以
テ
全
ク
其
功
ヲ
竣
リ
、
即
チ
本
日

ヲ
以
テ
皇
族
、
大
臣
、
及
ビ
貴
女
、
紳
士
ノ
来
臨
ヲ

辱
ウ
シ
以
テ
開
校
ノ
盛
典
ヲ
挙
行
ス
ル
ノ
栄
ヲ
観
ル

コ
ト
ヲ
得
タ
リ

と
厚
く
謝
意
を
述
べ
、
さ
ら
に
本
校
の
あ
る
べ
き
任
務
を

次
の
よ
う
に
謳
い
あ
げ
た
。

抑
モ
一
国
ノ
富
強
ハ
教
育
ニ
依
テ
興
リ
、
教
育
ノ
盛

衰
ハ
女
学
ヲ
以
テ
徹
ス
ベ
シ
。
況
ヤ
我
校
ノ
任
タ
ル
、

上
流
子
女
ノ
教
育
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
務
メ
テ
窈
窕
嫺
雅

ノ
女
徳
ヲ
養
成
シ
、
智
ヲ
研
キ
交
ヲ
弘
メ
、
以
テ
、

我
邦
女
風
ノ
模
範
タ
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ

続
い
て
生
徒
総
代
三
条
智
恵
子
の
祝
文
、
三
条
内
大
臣
、

中
村
正
直
氏
ら
の
演
説
が
あ
り
、
近
衛
楽
隊
の
奏
楽
、
無

数
の
球
灯
の
庭
園
狭
し
と
、
豪
華
な
祝
賀
、
式
典
は
都
下

の
語
り
草
に
な
っ
た
。

「
同
校
新
築
の
敷
地
は
凡
そ
二
千
坪
、
総
建
物
四
百
三

十
八
坪
余
、
運
動
場
二
百
十
坪
、
庭
園
千
三
百
五
十
坪
に

し
て
、
講
堂
、
寄
宿
舎
、
浴
室
、
客
間
を
始
め
諸
部
殆
ど

完
備
せ
り
」
と
明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）一
月
十
四
日

の
『
女
学
雑
誌
』
が
伝
え
た
。

神
田
時
代
の
女
塾
的
ス
タ
イ
ル
を
一
新
し
て
、
都
下
有

数
の
跡
見
女
学
校
の
充
実
し
た
、
い
わ
ゆ
る
柳
町
時
代
の

教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
も
十
年
代
に
入
る
と
、
女
子
の
就
学
率
も
順
調
に

伸
び
、
女
学
校
新
増
設
へ
の
要
請
も
高
ま
っ
た
。
明
治
十

五
年（
一
八
八
二
）に
は
、
東
京
女
子
師
範
学
校
に
付
属
高

等
女
学
校
の
設
立
を
み
、
女
子
の
高
等
普
通
教
育
機
関
と

し
て
の
最
初
と
な
っ
た
。
明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）十
一

月
に
は
、旧
学
習
院
女
子
部
を
独
立
さ
せ
て
、四
谷
に
「
華

族
女
学
校
」
を
開
き
、
平
民
に
も
門
戸
を
開
い
た
。

一
方
、
日
本
人
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育
を
意

図
し
た
「
明
治
女
学
校
」
も
同
十
八
年
十
月
に
開
学
す
る
。

か
く
て
、
明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）一
月
二
十
九
日

付
け
で
、
初
の
「
高
等
女
学
校
規
程
」
が
文
部
省
か
ら
発

せ
ら
れ
た
。「
本
令
ニ
依
ラ
ザ
ル
学
校
ハ
高
等
女
学
校
ト

称
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
の
条
項
に
、
あ
え
て
独
自
の
教
科

体
系
を
採
っ
て
「
跡
見
女
学
校
」
で
通
し
た
の
だ
っ
た
。
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⑵　

第
一
回
卒
業
式

『
花
蹊
日
記
』
に
よ
る
と
、
柳
町
開
校
式
典
直
後
の
明

治
二
十
一
年
、

（
一
月
）十
三
日

授
業
始
。
英
語
、
東
三
条
公
恭
君
、
宇
都
宮
平
三
氏
、

遠
藤
氏
、
レ
ヽ
ン
嬢
。
算
術
、
松
見
文
平
氏
。
国
学
、

鈴
木
弘
恭
氏
。
国
漢
学
、
渡
辺
重
石
丸
氏
。
裁
縫
、

千
代
滝
。
音
楽
、
山
登
松
齢
。
点
茶
、
挿
花
、
父
重

敬
。

と
記
載
し
て
い
る
。

英
語
教
員
の
東
三
条
公
恭
君
は
異
色
、
三
条
実
美
公
の

甥
に
当
た
る
。

こ
の
記
載
か
ら
は
教
学
上
の
新
構
想
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
の
教
師
名
の
父
重
敬
翁
は
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）

六
月
に
、
ま
た
姉
君
千
代
滝
は
明
治
二
十
四
年（
一
八
九

一
）暮
に
没
す
る
と
い
う
悲
運
に
遭
う
。
と
も
に
花
蹊
を

扶た
す

け
て
跡
見
学
校
磐
石
の
礎
を
築
い
た
肉
親
で
あ
っ
た
。

画
期
的
と
い
え
ば
、
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）四
月

六
日
、
第
一
回
卒
業
式
を
挙
げ
て
、
一
三
名
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
姓
名
を
挙
げ
る
と
、

跡
見
李
子
、
齋
藤
仁
子
、
片
岡
君
子
、
松
野
銕
千
代
、

萬
里
小
路
富
子
、
秋
元
沢
子
、
朽
木
鋪
子
、
田
辺
朝

子
、
三
橋
久
子
、
田
村
増
子
、
山
口
君
子
、
中
村
文

柳
町
校
舎（
明
治
三
十
年
頃
）
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子
、
新
野
初
子
。

跡
見
李も

も

子こ

こ
の
時
、
二
十
一
歳
、
も
と
、
公
卿
萬
里
小

路
通
房
の
次
女
、
姉
の
伴
子
と
と
も
に
早
く
か
ら
花
蹊
の

塾
に
入
り
修
学
を
し
た
。
の
ち
、
花
蹊
の
養
女
と
な
り
、

明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）籍
を
移
し
て
跡
見
姓
に
な
る
。

神
田
時
代
か
ら
舎
監
と
し
て
花
蹊
を
扶
け
、
習
字
・
絵
画

を
教
え
た
。
大
正
八
年（
一
九
一
九
）校
長
に
な
る
。

花
蹊
は
こ
の
第
一
回
卒
業
式
訓
辞
に
際
し
、
卒
業
生
の

姓
名
を
読
み
上
げ
、
次
の
如
く
述
べ
た
。

本
校
ハ
明
治
二
十
一
年
一
月
ヲ
以
テ
此
地
ニ
移
転

シ
大
ニ
校
則
ヲ
釐
革
シ
教
育
ノ
方
法
ヲ
改
良
シ
以
テ

旧
来
ノ
面
目
ヲ
一
新
セ
リ
。
今
回
卒
業
ノ
諸
嬢
ハ
実

ニ
本
校
改
革
以
来
第
一
回
ノ
卒
業
生
ナ
リ
余
ハ
諸
嬢

ノ
善
美
ナ
ル
成
績
ヲ
見
テ
本
校
カ
僅
カ
二
年
ノ
間
ヲ

以
テ
能
ク
其
改
良
ノ
実
功
ヲ
奏
セ
シ
ヲ
喜
ヒ
又
此
実

功
ヲ
奏
セ
シ
ハ
諸
嬢
黽
勉
ノ
力
ニ
頼
ル
コ
ト
ヲ
思
ヒ

其
修
業
ヲ
証
明
ス
ル
ニ
当
リ
厚
ク
謝
意
ヲ
表
シ
且
大

ニ
其
将
来
ニ
望
ム
所
ア
ラ
ン
ト
ス
、
夫
レ
諸
嬢
ハ
皆

我
邦
上
流
淑
女
ノ
地
位
ヲ
占
メ
天
下
女
子
ノ
膽
仰
ス

ル
所
ナ
リ
、
其
一
言
一
行
ハ
以
テ
天
下
女
徳
ノ
盛
衰

一
三
歳
の
女
弟
子
の
御
前
揮
毫

明
治
八
年
の
開
校
と
同
時
に
入
学
し
、
花
蹊
の
絵

画
の
一
番
弟
子
と
し
て
、
関
西
で
活
躍
し
た
、
波
多

野
華
涯（
元
子
）と
花
蹊
先
生
に
つ
い
て
の
、
素
敵
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
よ
う
。

「
こ
の
絵
は
ね
、
お
前
の
曽
お
ば
あ
さ
ん
が

一
三
歳
の
時
、
恩
師
の
跡
見
花
蹊
と
い
う
偉
い

先
生
に
連
れ
ら
れ
て
、
宮
中
に
参
内
し
て
、
両

陛
下
の
御
前
で
描
い
た
も
の
な
ん
だ
よ
。」
と

父
は
い
つ
も
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

侍
従
の
後
に
つ
い
て
、
美
し
い
薬
玉
の
良
い

香
り
の
す
る
廊
下
を
進
む
と
、
と
う
と
う
玉
座

の
前
に
着
い
た
。
部
屋
に
は
絵
筆
の
用
意
が
し

つ
ら
え
て
あ
っ
た
。
華
涯
は
お
師
匠
さ
ん
に
促

が
さ
れ
て
、
絵
筆
を
執
っ
て
、
こ
の
孔
雀
の
絵

を
描
い
た
ん
だ
よ
。
両
陛
下
の
御
前
で
。
よ
く

手
が
震
え
な
か
っ
た
も
の
だ
な
あ
！
。
絵
が
出

来
上
が
る
と
天
皇
様
は
上
機
嫌
で
、
花
蹊
女
史

に
対
し
て
「
こ
の
も
の
は
後
世
畏
る
べ
き
も
の
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ニ
関
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
ク
一
好
一
尚
ハ
以
テ
天
下
女
風

ノ
美
悪
ニ
関
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
シ
…
…

と
述
べ
、
さ
ら
に
、

諸
嬢
ハ
既
ニ
上
流
淑
女
ニ
必
要
ナ
ル
普
通
ノ
学
科

ヲ
修
メ
テ
成
績
ノ
美
ヲ
呈
セ
リ　

是
ヨ
リ
進
ン
デ
一

学
ヲ
講
ジ
一
芸
ヲ
修
メ
薀
奥
ヲ
極
メ
其
幽
微
ニ
入
ル

ハ
是
諸
嬢
ニ
在
ノ
ミ
…
…

と
諭
し
餞

は
な
む
け

と
し
た
。

神
田
時
代
は
随
時
に
入
学
し
、
ま
た
退
学
を
し
た
。
秋

季
に
一
種
の
進
級
試
験
の
如
き
「
試
業
」
と
い
う
公
開
の

発
表
会
が
あ
り
、
そ
の
様
子
は
当
時
の
「
朝
野
新
聞
」
な

ど
に
掲
載
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
頃
は
卒
業
式
な
ど
は
な
か
っ
た
。

こ
の
第
一
回
の
一
三
名
を
初
め
と
し
て
大
正
末
年
＝
昭

和
元
年（
一
九
二
六
）に
は
第
三
九
回
の
卒
業
式
を
挙
行
、

七
〇
〇
一
名
の
卒
業
生
を
世
に
送
っ
た
。

⑶　

お
塾
の
生
活

明
治
五
年
九
月
の
「
学
制
発
布
」
を
機
に
、
よ
う
や
く

動
き
出
し
た
女
学
校
開
設
の
機
運
も
、
当
分
は
東
京
中
心

の
趨
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
れ
て
地
方
か
ら
の
入
学
者

も
漸
次
多
く
な
り
、
寄
宿
舎
等
の
設
置
は
ま
た
校
運
を
左

右
し
た
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
、
官
営
初
の
女
学
校
と
し
て
、
竹
橋
に
開
校
し

に
な
る
で
あ
ろ
う
な
」
と
仰
せ
に
な
ら
れ
て
、

「
褒
美
を
と
ら
せ
る
。
そ
こ
に
あ
る
花
を
持
っ

て
行
っ
て
よ
い
」
と
仰
せ
に
な
ら
れ
た
。

花
蹊
先
生
は
す
っ
か
り
恐
懼
し
て
、
大
き
な

花
瓶
ご
と
抱
え
持
と
う
と
し
て
よ
ろ
よ
ろ
し
た
。

そ
れ
を
御
覧
に
な
ら
れ
た
天
皇
様
は
大
い
に

愉
快
に
な
ら
れ
て
「『
さ
す
が
に
花
蹊
は
面
白

い
。
よ
い
、
そ
の
花
瓶
も
と
ら
せ
よ
う
』
と
仰

せ
に
な
ら
れ
た
。
と
聞
い
て
い
る
よ
。」
と
の

こ
と
。 

(

小
田
切
マ
リ
の
稿
に
よ
る)

な
ん
と
も
晴
が
ま
し
く
も
微
笑
ま
し
い
お
話
で
は

あ
る
。

そ
の
「
孔
雀
の
画
」（『
花
の
下
み
ち
』
口
絵
掲
載
）

と
は
あ
る
い
は
、
花
蹊
一
七
歳
の
画
で
、
姉
小
路
家

珍
重
の
図
柄
に
近
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
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た
東
京
女
学
校
は
「
生
徒
は
女
子
八
歳
よ
り
十
五
歳
ま
で

の
事
、
但
し
凡
て
通
ひ
稽
古
の
事
」
と
布
告
し
て
、
寄
宿

舎
の
用
意
は
な
か
っ
た
。

女
子
教
育
に
先
鞭
を
つ
け
た
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校

で
は
少
数
の
寄
宿
生
は
あ
っ
た
が
、横
浜
に
明
治
八
年（
一

八
七
五
）六
月
に
開
校
し
た
フ
ェ
リ
ス
女
学
校
は
、
校
舎

と
と
も
に
寄
宿
舎
を
も
新
築
し
た
。

跡
見
学
校
と
「
お
塾
」

「
鳳
暦
嘉
慶
、
御
代
泰
平
」
と
い
う
四
字
句
、
二
文
で

語
ら
れ
る
神
田
時
代
の
跡
見
学
校
の
寄
宿
舎
＝
お
塾
は
、

開
学
前
か
ら
姉
小
路
邸
の
一
画
に
間
借
り
を
し
た
家
塾
と

し
て
、
既
に
始
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
八
字
句
を
、
頭
か
ら
一
つ
ず
つ
採
っ
て
、
一
号
室

は
鳳
部
屋
、
二
号
室
は
暦
部
屋
、
三
号
室
は
嘉
部
屋
と
い

う
風
な
奇
妙
な
語
呂
で
呼
ば
れ
て
い
た
。「
お
っ
師
匠
さ

ん
」
の
趣
味
と
い
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
ぬ
。
花
蹊
の
大
阪

時
代
の
漢
詩
文
の
お
師
匠
、
後
藤
松
陰
の
岳
父
篠
崎
小
竹

筆
『
小
竹
斎
世
話
千
字
文
』
の
冒
頭
句
で
あ
っ
た
。
読
み

な
れ
て
い
た
ま
ま
に
、
語
呂
と
字
句
の
目
出
た
さ
に
使
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
京
訛
り
と
い
い
、
所
作
と
い
い
、
公

家
の
稚
児
さ
ん
と
い
い
、
や
は
り
世
間
の
目
を
惹
く
こ
と

請
け
合
い
で
あ
っ
た
。

私
は
上
京
後
、
姉
小
路
さ
ん
の
邸
宅
に
居
り
ま
し

た
が
、
邸
宅
が
広
い
為
に
京
都
出
身
の
公
卿
方
か
ら
、

私
の
娘
も
預
か
つ
て
呉
れ
、
教
育
し
て
呉
れ
と
申
さ

れ
ま
し
た
。
其
れ
に
三
条
公
は
跡
見
な
ら
大
丈
夫
だ

か
ら
と
云
つ
て
、
今
の
閑
院
宮
妃
殿
下
な
る
智
恵
子

様
を
六
歳
の
時
よ
り
お
預
け
に
な
り
ま
し
た
。
三
条

さ
ん
が
お
預
け
に
な
る
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
中
山
さ

ん
、
萬
里
小
路
さ
ん
を
始
め
、
諸
方
か
ら
申
込
ま
れ

て
遂
に
四
十
余
人
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

つ
ま
り
、
こ
の
開
学
前
夜
の
経
緯
こ
そ
が
、
跡
見
教
育

の
原
点
だ
っ
た
。
教
育
は
教
室
だ
け
で
終
り
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
花
蹊
の
鋭
意
骨
折
っ
た
「
お

塾
教
育
」
こ
そ
が
全
人
教
育
、
当
時
の
言
葉
で
い
え
ば
、

良
妻
賢
母
養
成
の
土
壌
で
あ
っ
た
。

花
蹊
は
、
跡
見
女
学
校
の
校
勢
に
触
れ
る
時
、
必
ず
寄

宿
舎
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

寄
宿
舎
ハ
創
立
ノ
際
ヨ
リ
設
置
シ
舎
監
ヲ
置
ケ
ド
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モ
舎
監
室
ヲ
設
ケ
ズ
、
生
徒
ト
共
ニ
起
居
寝
食
ヲ
共

ニ
セ
シ
ハ
、
家
庭
的
ノ
薫
化
ヲ
与
ヘ
ン
ガ
為
ナ
リ
。

 

（『
汲
泉
』
二
三
号
）

明
治
八
年
一
月
開
校
の
神
田
校
舎

は
も
ち
ろ
ん
、
柳
町
、
大
塚
校
舎
と

も
に
、
寄
宿
舎
を
設
置
し
、
神
田
・

柳
町
校
舎
で
は
建
築
図
面
の
大
半
は

寄
宿
舎
お
よ
び
そ
の
関
連
施
設
で
あ

っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
花
蹊
の
教
育
思
想

│
起
居
寝
食
を
共
に
し
て
の
家
庭
的

薫
化
こ
そ
が
子
女
教
育
の
根
本
だ
と

し
た
、
い
わ
ば
そ
の
道
場
が
お
塾
だ

っ
た
。

そ
の
家
塾
の
運
営
に
は
父
重
敬
、

公
卿
の
奥
向
に
仕
え
た
、
姉
の
千
代

滝
は
じ
め
一
族
が
協
力
し
た
。

寄
宿
舎
規
則（
明
治
三
十
二
年
改

正
）を
摘
記
す
る
と
、

第
一
条　

寄
宿
生
は
毎
室
八
名

を
限
り
と
す
。

第
二
条　

毎
室
に
室
母
を
置
き
生
徒
中
、
学
術
徳
行

の
優
等
な
る
も
の
を
選
び
て
こ
れ
に
充
つ
。

第
三
条　

室
母
は
朝
夕
同
室
内
の
諸
礼
を
正
し
学
科

の
復
習
理
髪
着
服
を
助
け
及
び
諸
般
の
事

を
監
督
す
る
も
の
と
す
。

ほ
か
に
、
外
出
・
面
会
・
帰
宅
・
金
銭
等
の
項
目
が
あ

っ
た
。

室
数
は
神
田
時
代
の
八
室
よ
り
、
明
治
末
新
築
で
は
一

四
号
室
ま
で
あ
っ
た
。

生
徒
総
数
に
対
す
る
塾
舎
生
の
割
合
は
、
明
治
三
十
三

年
度
で
、
通
学
生
二
〇
〇
人
、
寄
宿
生
九
九
人
。

ま
た
、『
女
学
雑
誌
』（
明
治
二
十
三
年
）に
よ
れ
ば
、
生

徒
の
出
身
地
は
東
京
対
地
方
で
は
、
六
一
対
七
五
人
で
あ

っ
た
。

寄
宿
舎
規
則
の
第
二
・
三
条
の
室
母
制
度
は
、
や
が
て
、

互
い
に
姉
と
な
り
妹
と
な
っ
て
、
他
日
の
豊
か
な
人
間
関

係
の
素
地
と
な
り
、
親
子
孫
の
三
代
、
従
姉
妹
で
数
人
の

お
塾
出
身
と
い
う
例
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
花
蹊
・
李
子

校
長
の
塾
舎
教
育
の
成
果
で
も
あ
ろ
う
。

明
治
十
年（
一
八
七
七
）の
学
習
院
開
校
の
後
も
、
皇
后

お
塾
で
新
年
を
迎
え
た
生
徒
た
ち（
明
治
四
十
四
年
）
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の
姪
御
一
条
辰
子
姫
、

北
白
川
宮
満
子
女
王
の

御
入
学
、
あ
る
い
は
閑

院
宮
妃
の
三
人
の
御
息

女
が
特
設
小
学
部
御
入

学
な
ど
、
華
族
・
貴
顕

の
子
女
が
相
続
き
、
あ

る
時
は
「
跡
見
は
御
息

所
製
造
所
」
と
も
囃
さ

れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

花
蹊
は
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）、
自
ら
の

八
〇
歳
を
機
に
、
校
長

職
と
と
も
に
舎
監
の
こ

と
も
い
っ
さ
い
李
子
校

長
に
引
き
継
い
だ
。
李

子
校
長
こ
そ
、
花
蹊
の

塾
舎
教
育
の
申
し
子
と

し
て
、
早
く
か
ら
花
蹊

を
助
け
て
塾
舎
教
育
の

先
頭
に
た
っ
た
功
労
者
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
塾
舎
の
教

え
子
達
が
今
も
っ
て
敬
慕
を
惜
し
ま
ぬ
お
方
で
あ
る
。

３　

学
校
体
制
の
整
備

⑴　

校
則
の
改
正

明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）春
、
一
一
歳
で
小
石
川
柳

町
の
跡
見
女
学
校
に
入
学
し
た
若
松
会
の
俵
松
子
の
「
お

も
い
出
」
に
よ
れ
ば
、

玄
関
よ
り
す
ぐ
二
階
へ
上
が
り
ま
す
と
左
右
に
教

室
が
あ
り
、
右
は
午
前
中
は
お
師
匠
様
の
お
習
字
、

か
な
、
絵
の
お
け
い
こ
。
午
後
は
渡
辺
重
石
丸
先
生

の
国
学
、
左
は
裁
縫
、
午
後
は
お
花
の
お
け
い
こ
、

階
下
玄
関
よ
り
右
は
広
い
教
室
、
そ
こ
は
私
共
の
控

え
室
で
い
く
つ
か
の
机
が
並
び
、
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ

ぞ
れ
席
を
と
り
、
お
話
し
し
た
り
お
け
い
こ
の
用
意
、

又
お
弁
当
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。

右
側
二
教
室
の
一
は
八
時
か
ら
九
時
四
十
五
分
ま

で
数
学
、
十
時
か
ら
武
井
先
生
担
当
の
漢
学
、
次
の

教
室
は
初
等
科
の
方
の
国
語
、
習
字
、
数
学
、
李
子

先
生
、
長
沢
先
生
交
代
の
受
け
持
ち
で
し
た
。
左
に

ま
が
り
右
側
教
室
は
、
午
前
、
漢
学
跡
見
愛
四
郎
先

生
。
午
後
、
和
学
落
合
直
文
先
生
、
又
週
二
回
外
国

婦
人
と
工
藤
先
生
の
英
語
の
お
け
い
こ
が
あ
り
ま
し

明
治
二
十
七
年
の
「
跡
見
女
学
校
規
則
」（
右
）と
授
業
時
間
表
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た
。

つ
ま
り
、
学
科
と
し
て
は
、
国
学
、
漢
学
、
和
学
、
数

学
、
裁
縫
、
英
語
、
習
字
、
絵
画
そ
れ
に
挿
花
、
点
茶
、

琴
曲
の
課
外
が
あ
っ
た
。
初
等
科
が
あ
っ
た
こ
と
、
和
学

担
当
と
し
て
、
落
合
直
文
、
増
田
于
信
、
与
謝
野
鉄
幹
が

挙
げ
ら
れ
た
こ
と
は
新
鮮
だ
っ
た
。

俵
の
記
憶
を
在
学
中
の
「
課
程
表
」「
授
業
時
間
表
」（
明

治
二
十
七
年
改
正
「
規
則
」）に
照
合
す
る
と
、
学
科
・
課

外
は
同
じ
で
、
英
語
は
埒
外
で
あ
る
。
な
お
「
初
等
科
」

は
「
規
則
」
で
は
「
学
科
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
新
発
足
の
柳
町
時
代
ほ
ぼ
十
年

ほ
ど
は
神
田
時
代
と
大
差
は
な
い
。
な
お
、
俵
の
挙
げ
た

英
語
は
課
程
表
に
は
な
い
。『
跡
見
開
学
百
年
』
年
表
に

よ
れ
ば
、「
明
治
二
十
七
年
三
月
十
六
日
、
英
学
全
廃
に

つ
き
、
サ
ン
マ
ー
ス
ほ
か
英
学
教
員
解
雇
」
と
あ
る
。
し

か
し
て
、
明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）五
月
「
従
来
ノ
随

意
科
制
ヲ
改
廃
シ
、
本
科
・
予
科
・
別
科
、
選
択
ノ
四
科

ヲ
設
ク
」
と
あ
る
。そ
の
別
科
課
目
の
中
に
辛
う
じ
て「
英

語
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）一
月
の
「
高
等
女

学
校
規
程
」
で
は
、
英
語
は
随
意
課
目
と
な
っ
て
お
り
、

学
習
し
な
く
と
も
可
で
は
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
英
学
全
廃
に
つ
き
…
…
」
に
つ
い
て
『
教

育
史
年
表
』（
三
省
堂
刊
）を
繰
っ
て
も
、
当
局
の
指
示
ら

し
き
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
「
尋
常

中
学
ノ
学
科
及
其
程
度
」
改
正
で
「
第
二
外
国
語
廃
止
」、

「
国
語
漢
文
ノ
時
間
ヲ
増
加
シ
愛
国
心
ヲ
成
育
ス
ル
資
料
」

と
し
て
重
視
の
解
説
や
、「
女
子
高
等
師
範
学
校
規
程
を

授
業
の
課
程
表
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制
定
」、
そ
の
中
に
「
英
語
は
随
意
科
」
と
い
う
項
が
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
英
語
科
へ
の
消
極
的
対
応
は
、
明
治
二
十

三
年（
一
八
九
〇
）十
月
の
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
の
発

布
、
つ
い
で
、
翌
二
十
四
年（
一
八
九
一
）一
月
の
い
わ
ゆ

る
一
高
教
員
内
村
鑑
三
の
不
敬
事
件
が
起
き
、
職
を
免
じ

ら
れ
、
こ
れ
を
機
に
、
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
の
論
が
高
ま
り
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
学
校
な
ど
が
苦
境
に
陥
り
、
英
語
熱
も
冷

め
る
一
方
、
日
清
戦
争
前
夜
と
て
皇
国
意
識
が
高
揚
す
る

風
潮
に
あ
っ
た
。

○
明
治
三
十
五
年
四
月
五
日
、
校
則
変
更
、
予
科
を

廃
止
。
全
課
程
五
ヵ
年
と
す
る
。

本
科
。
国
文
・
漢
文
・
数
学
・
英
語（
随
意
）、
習

字
・
絵
画
・
裁
縫
・
地
理
・
歴
史
・
理
科
・
家
政
・

唱
歌
・
体
操

別
科
。
琴
曲
・
点
茶
・
挿
花

〇
明
治
三
十
六
年
四
月
六
日　

新
た
に
補
習
科
を
設

け
る
。（
年
限
一
年
）

科
目
。
割
烹
・
礼
法
・
簿
記
・
英
語
・
習
字
・
絵

画
・
裁
縫

〇
明
治
三
十
九
年
九
月
四
日　

校
則
を
改
め
、
五
年

制
高
等
女
学
校
令
に
準
拠
。
但
し
、
絵
画
・
習
字
・

裁
縫
は
配
当
時
間
を
多
く
し
、
特
有
の
課
目
と
す

る
。

こ
う
し
て
、
柳
町
時
代
は
校
舎
の
新
増
設
、
施
設
の
改

廃
を
重
ね
、
ま
た
、
教
科
課
程
に
日
進
月
歩
の
工
夫
を
加

え
、
明
治
末
年
、
や
っ
と
「
五
年
制
高
等
女
学
校
令
準
拠
」

の
大
方
針
を
掲
げ
て
、
大
正
期
の
新
展
開
に
礎
石
を
投
じ

た
こ
と
に
な
る
。

折
し
も
、
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）三
月
を
も
っ
て
、

閑
院
宮
智
恵
子
妃
の
た
っ
て
の
御
要
望
で
特
設
し
た
「
小

学
科
課
程
」
も
三
王
女
の
相
次
ぐ
卒
業
と
と
も
に
閉
じ
た

の
で
あ
っ
た
。

⑵　

当
時
の
教
科
書
、
校
風

校
長
先
生
を
お
師
匠
様
と
呼
ん
で
い
た
私
の
女
学

校
跡
見
女
学
校
は
そ
の
昔
倫
理
科
に
論
語
を
用
い
、

国
語
科
は
大
和
田
建
樹
先
生
の
源
氏
物
語
な
ど
が
課

せ
ら
れ
、
下
級
で
は
落
窪
物
語
、
竹
取
物
語
な
ど
講

ぜ
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
。
京
都
風
な
言
葉
が
生
徒
た

ち
の
言
葉
に
交
っ
て
い
ま
し
た
。
一
体
温
和
で
も
お

腹
の
し
っ
か
り
し
た
生
徒
が
多
か
っ
た
よ
う
に
覚
え



38第一部　跡見花蹊の創意39 一　明治期の跡見女学校

て
い
ま
す
。
普
通
の
高
等
女
学
校
に
な
っ
て
は
程
度

が
低
く
な
る
か
ら
、
な
か
な
か
校
長
先
生（
跡
見
花

蹊
女
史
）が
そ
れ
を
決
意
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
覚

え
て
居
ま
す
。
生
徒
は
年
少
の
女
で
も
堂
々
と
し
た

漢
字
の
書
風
を
習
得
し
て
居
ま
し
た
。
絵
画
も
い
わ

ゆ
る
跡
見
流
の
習
得
が
校
中
あ
ま
ね
く
行
き
渡
っ
て

居
り
ま
し
た
。
和
歌
も
服
部
先
生
と
い
う
新
派
の
先

生
が
居
ら
れ
て
非
常
に
発
達
し
て
居
り
ま
し
た
。

門
内
に
桜
の
巨
木
が
並
ん
で
い
て
、
春
に
な
る
と

と
っ
ぷ
り
と
落
花
に
漬
か
る
程
咲
き
盛
り
そ
の
下
を

紫
袴
の
生
徒
達
が
夕
方
寄
宿
舎
の
方
か
ら
散
歩
に
出

て
さ
ま
よ
い
歩
く
│
散
歩
と
い
え
ば
秋
の
夕
が
た
の

校
庭
の
散
歩
も
う
ら
懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
る
。
萩

が
大
株
を
連
ね
て
咲
き
冠
っ
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
で

校
舎
の
間
か
ら
見
え
る
遠
い
夕
陽
を
眺
め
乍
ら
、
故

郷
の
唄
を
唱
い
涙
ぐ
ん
で
居
る
下
級
生
な
ど
も
居
ま

し
た
。
何
と
や
ら
い
う
旧
大
名
の
邸
宅
を
敷
地
に
あ

て
た
と
い
う
こ
の
学
校
に
は
奥
庭
が
あ
り
、
昔
風
な

池
や
築
山
の
ほ
と
り
に
、
大
き
な
楓
の
樹
が
真
っ
赤

に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
蔭
へ
行
っ
て
先

生
に
か
く
れ
て
は
森
鷗
外
先
生
の
「
即
興
詩
人
」
な

ど
読
み
ふ
け
る
の
で
し
た
。
そ
の
庭
の
隅
に
は
大
弓

場
な
ど
あ
り
、
旧
い
英
国
風
の
校
舎
の
建
物
に
続
く

日
本
風
の
平
屋
に
は
、
お
師
匠
様
の
謡
曲
の
お
声
等

と
き
ど
き
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
級
一
番
の
だ
ん
ま
り
は
私
で
あ
り
ま
し

た
。「
居
る
か
居
な
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
つ
も

云
わ
れ
て
居
ま
し
た
。「
黙
っ
て
居
る
病
気
の
人
で

は
な
い
か
」
と
噂
さ
れ
乍
ら
級
中
で
私
は
一
番
友
達

に
大
切
に
さ
れ
て
居
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も

そ
ん
な
だ
ん
ま
り
の
私
が
漢
文
や
英
語
の
お
さ
ら
い

な
ど
は
よ
く
お
友
達
に
し
て
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
代

わ
り
、
お
裁
縫
の
時
間
、
む
ず
か
し
い
ツ
マ
の
形
を

作
る
と
き
な
ど
寄
っ
て
た
か
っ
て
お
友
達
が
先
生
よ

り
ず
っ
と
深
切
に
教
え
て
呉
れ
る
の
で
し
た
。

 

（
岡
本
か
の
子
『
池
に
向
い
て
』）

時
に
は
パ
リ
遊
学
中
の
息
子
に
宛
て
た
手
紙
に
、

「
太
郎
、
よ
み
う
り
の
余
技
展
へ
画
を
出
し
た（
む
こ

う
で
出
し
て
ほ
し
い
と
強
っ
て
い
う
か
ら
）ま
た
君

怒
る
だ
ろ
う
な
。
だ
け
ど
ほ
め
ら
れ
た
ほ
め
ら
れ
た

と
も
批
評
家
が
つ
い
で
に
字
ま
で
ほ
め
て
蒼
古
ゆ
う

け
い
だ
と
よ
。
画
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
だ
と
い
う
好
評
だ

岡
本
か
の
子
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よ
。
日
本
画
の
手
法
で
ア
ブ
ラ
画
描
い
て
見
た
。
私
、

少
女
時
代
に
ア
ト
ミ
カ
ケ
イ
の
弟
子
だ
っ
た
も
ん
ね
。

 

（
岡
本
か
の
子
「
書
簡
」
母
の
手
紙
）

落
合
直
文
、
大
和
田
建
樹
、
与
謝
野
鉄
幹
、
服
部
躬
治

ら
が
相
次
い
で
教
壇
に
立
っ
た
明
治
三
、
四
十
年
代
は
、

花
蹊
・
李
子
両
先
生
を
も
巻
き
込
ん
だ
空
前
の
和
歌
ブ
ー

ム
、
文
芸
趣
味
横
溢
の
、
ま
た
、
多
く
の
才
媛
を
輩
出
し

た
、
よ
き
時
代
で
あ
っ
た
。

岡
本
か
の
子（
明
治
四
十
年
卒
）が
し
ば
し
ば
語
っ
て
い

る
、
お
師
匠
さ
ん
花
蹊
の
担
当
し
た
「
習
字
」
の
手
本
に

つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。

習
字
の
手
本
は
自
筆
法
帖
を
旨
と
し
、
進
む
に
従
っ
て
、

漢
籍
や
日
本
古
典
ま
た
は
往
来
物
な
ど
か
ら
自
ら
選
文
し
、

自
在
な
楷
行
草
を
教
え
た
。
晩
年
は
時
に
板
行
も
あ
る
が
、

生
涯
二
万
帖
近
く
の
法
帖
を
書
き
与
え
て
い
る
。
そ
の
各

種
の
法
帖
を
大
別
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

〇
仮
名
系

（
教
養
的
）紫
の
ゆ
か
り
、
大
嘗
会
、
源
氏
文
字
ぐ
さ

り
、
名
香
づ
く
し
、
花
づ
く
し
、
百
人
一

首
、
明
治
天
皇
御
製
百
首（
カ
ル
タ
）。

（
道
徳
的
）雲
上
女
訓
、
み
ち
の
栞
、
東
照
公
遺
訓
、

教
育
勅
語
、
教
訓
帖
、
蘭
言
帖
。

（
日
用
的
）日
用
文
、
ふ
み
つ
く
し
、
ゆ
き
か
ひ
ぶ
み
、

習
字
帖
、
四
季
の
ふ
み
。

〇
漢
字
系

（
教
養
的
）聯
珠
詩
格
、
赤
壁
賦（
前
後
）、
蘭
亭
記
、

千
字
文
、
開
化
千
字
文
、
筆
論
、
謡
曲
カ

ル
タ
。

（
道
徳
的
）朱
子
家
訓
、
司
馬
温
公
家
訓
。

（
日
用
的
）皇
国
州
名
、
歴
代
天
皇
、
世
界
国
づ
く
し
、

官
職
。

右
の
法
帖
の
う
ち
、「
四
季
の
ふ
み
」
は
明
治
三
十
三

年（
一
九
〇
〇
）九
月
よ
り
、
跡
見
女
学
校
に
出
講
す
る
こ

と
に
な
っ
た
、
大
和
田
建
樹
に
消
息
文
例
を
請
う
て
出
来

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）

に
は
、
跡
見
女
学
校
蔵
版
『
源
氏
読
本
』（
四
冊
本
）が
編

ま
れ
、
法
帖
「
紫
の
ゆ
か
り
」、「
源
氏
文
字
ぐ
さ
り
」
は

そ
の
縁
で
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
大
和
田
は
跡
見
女
学
校
の
校
歌
『
花
ざ
く
ら
』

の
作
詞
を
も
担
当
し
て
、
三
十
三
年
の
春
の
卒
業
式
以
来

歌
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
年
の
修
学
旅
行
で
の
嵐
山
舟
遊
び
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⑶　

修
学
旅
行
と
遠
足

花
蹊
は
日
頃
か
ら
近
隣
や
縁
故
の
名
士
の

庭
園
あ
る
い
は
社
寺
な
ど
に
よ
く
塾
生
や
生

徒
を
連
れ
出
し
て
は
、
春
の
摘
み
草
、
花
見
、

紅
葉
見
物
、
名
園
拝
観
等
を
楽
し
み
、
日
常

生
活
に
刺
激
を
与
え
、
目
の
保
養
・
耳
学
問

の
機
会
を
多
く
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
社
会
見
学
の
機
会
は
も
ち

ろ
ん
、
い
わ
ゆ
る
遠
足
・
修
学
旅
行
な
ど
の

行
事
も
早
く
か
ら
取
り
入
れ
、
交
通
機
関
の

発
達
に
つ
れ
、
行
動
範
囲
も
近
県
か
ら
関
西

へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

修
学
旅
行
史
略

跡
見
で
の
修
学
旅
行
は
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）十
月
の
日
光
登
山
が
最
初
の
試

み
で
あ
っ
た
。
次
に
過
去
一
五
年
間
に
行
わ

れ
た
旅
行
地
と
卒
業
会
名
、
年
月
と
を
列
記

し
て
み
よ
う
。

第
一
回　

漣　

会　
　

日
光
中
禅
寺
一

泊

 

（
明
治
四
十
一
年
十
月
）

第
二
回　

眞
澄
会　
　

箱
根
湖
畔
、
底
倉
二
泊

 

（
明
治
四
十
二
年
十
月
）

第
三
回　

錦　

会　
　

日
光
中
禅
寺
二
泊

 

（
明
治
四
十
三
年
十
月
）

第
四
回　

早
蕨
会　
　

箱
根
湖
畔
、
底
倉
二
泊

 

（
明
治
四
十
四
年
十
月
）

第
五
回　

九
重
会　
　

桃
山
参
拝
二
泊

 

（
大
正
元
年
十
月
）

第
六
回　

小
百
合
会　

長
野
、
多
治
見
、
興
津
三
泊

 

（
大
正
二
年
十
月
）

第
七
回　

香
葉
会　
　

京
都
、
奈
良
二
泊

 

（
大
正
三
年
十
月
）

第
八
回　

壽　

会　
　

伊
勢
、
京
都
三
泊

 

（
大
正
四
年
十
二
月
）

第
九
回　

玉
櫻
会　
　

箱
根
二
泊

 

（
大
正
五
年
十
一
月
）

第
十
回　

眞
砂
会　
　

伊
勢
、
京
都
二
泊

 

（
大
正
六
年
十
一
月
）

 

み
ど
り
会
の
修
学
旅
行
は
感
冒
流
行
の
た
め
休
止

第
十
一
回　

若
菜
会　

伊
勢
、
京
都
三
泊

 

（
大
正
八
年
十
一
月
）

第
十
二
回　

桃
園
会　

伊
勢
、
京
都
三
泊

明
治
四
十
五
年
の
大
宮
公
園
遠
足



42第一部　跡見花蹊の創意43 一　明治期の跡見女学校

 

（
大
正
九
年
十
一
月
）

第
十
三
回　

三
五
会　

伊
勢
、
奈
良
、
京
都
四
泊

 

（
大
正
十
年
十
一
月
）

第
十
四
回　

小
桜
会　

伊
勢
、
奈
良
、
京
都
四
泊

 

（
大
正
十
一
年
三
月
）

第
十
五
回
は
関
東
大
震
災
の
た
め
旅
行
中
止

遠
足
に
つ
い
て
概
説
す
れ
ば
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら

春
ま
た
は
秋
の
全
校
遠
足
が
行
わ
れ
、
や
が
て
春
秋
二
回

が
通
例
に
も
な
っ
た
。
遠
足
地
は
、
大
宮
公
園
、
飯
能
天

覧
山
、
川
越
、
吉
見
百
穴
、
高
尾
山
な
ど
の
旧
蹟
や
景
勝

地
が
挙
が
り
、
春
の
遠
足
で
は
江
ノ
島
、
鎌
倉
、
小
田
原
、

稲
毛
海
岸
、
犬
吠
崎
な
ど
の
海
浜
が
選
ば
れ
て
い
る
。
な

か
に
は
、東
武
伊
勢
崎
線
開
通
直
後
の
明
治
四
十
二
年（
一

九
〇
九
）十
月
、
全
校
三
二
〇
余
名
で
太
田
金
山
新
田
神

社
に
繰
り
出
し
て
い
る
。
遠
足
地
で
は
当
地
の
校
友
た
ち

が
競
っ
て
私
邸
を
開
い
て
は
、
後
輩
生
徒
の
接
待
な
ど
に

当
た
る
の
が
常
だ
っ
た
。

な
か
で
も
跡
見
家
と
の
縁
故
も
深
か
っ
た
、
横
浜
の
三

渓
園
原
邸
へ
の
遠
足
は
好
評
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
遠
足

記
、
修
学
旅
行
記
が
校
友
会
誌
『
汲
泉
』
に
載
っ
て
好
評

を
博
し
て
い
た
。

遠
足
回
顧
録

春
と
秋
、
年
二
回
の
学
校
行
事
で
の
遠
足
地
で
は
い
つ

も
職
員
会
議
が
悩
ま
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
年
か
ら
五
年
ま

で
、
一
年
二
度
一
〇
回
の
遠
足
を
目
新
し
く
し
て
皆
が
喜

ぶ
所
を
と
い
う
希
望
が
あ
る
の
と
、
実
際
の
全
校
生
徒
の

総
動
員
が
行
わ
れ
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

明
治
39
年
５
月
22
日　

代
々
木
久
米
庭
園

明
治
40
年
10
月
26
日　

武
蔵
大
宮
公
園

明
治
41
年
10
月
７
日　

千
葉
県
稲
毛
海
岸

明
治
42
年
10
月
16
日　

上
州
太
田
金
山

明
治
43
年
４
月
22
日　

相
州
江
之
島

明
治
43
年
10
月
28
日　

武
州
高
尾
山

明
治
44
年
４
月
24
日　

上
州
館
林
躑
躅
園

明
治
44
年
10
月
11
日　

稲
毛
海
岸

明
治
45
年
４
月
24
日　

大
宮
公
園

大
正
２
年
５
月
５
日　

江
之
島

大
正
２
年
10
月
２
日　

稲
毛
海
岸

大
正
３
年
10
月
７
日　

大
磯

大
正
４
年
５
月
12
日　

千
葉
県
長
者
町

大
正
４
年
10
月
６
日　

鎌
倉

大
正
５
年
４
月
27
日　

横
浜
三
渓
園

大
正
５
年
11
月
１
日　

飯
能
天
覧
山
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大
正
６
年
５
月
10
日　

稲
毛
海
岸

大
正
６
年
10
月
23
日　

飯
能
天
覧
山（
芋
掘
り
）

大
正
７
年
５
月
９
日　

稲
毛
海
岸

大
正
７
年
10
月
21
日　

川
越（
芋
掘
り
）

大
正
８
年
５
月
19
日　

千
葉
県
犬
吠
岬

大
正
８
年
10
月
10
日　

安
房
北
条
萬
里
小
路
伯
邸

大
正
９
年
５
月
14
日　

武
州
所
沢
飛
行
場
を
経
て
佛

子

大
正
９
年
10
月
16
日　

鎌
倉
よ
り
徒
歩
逗
子
安
藤
氏

邸

大
正
10
年
５
月
13
日　

相
州
小
田
原
閑
院
宮
御
別
邸

大
正
10
年
10
月
５
日　

房
州
保
田
鋸
山

大
正
11
年
５
月
15
日

京
成
電
車
千
葉
海
岸

⑷　

校
友
会
の
発
足

柳
町
新
校
舎
に
移
っ
て
二
年

目
の
明
治
二
十
三
年（
一
八
九

〇
）四
月
六
日
、
開
学
以
来
初

の
第
一
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。

卒
業
生
は
萬
里
小
路（
跡
見
）李

子
は
じ
め
一
三
名
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
跡
見
女
学
校
卒
業
第

一
回
生
と
な
る
。
四
月
十
三
日
に
は
芝
紅
葉
館
で
「
汲
泉

会
」
の
発
会
式
を
挙
行
、
最
初
の
校
友
会
の
集
い
で
あ
っ

た
。明

治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）四
月
十
五
日
に
は
、「
汲

泉
会
」
を
拡
張
し
て
「
跡
見
校
友
会
」
と
し
、
紅
葉
館
で

第
一
回
大
会
を
催
し
て
、
二
二
○
名
余
の
出
席
を
み
た
。

十
一
月
に
は
「
跡
見
校
友
会
規
則
」
を
制
定
、
花
蹊
を
会

長
に
、
李
子
を
主
幹
に
推
す
。
会
員
を
特
別
と
通
常
と
に

分
け
て
、
桜
花
の
徽
章
を
制
定
し
た
。
こ
れ
が
跡
見
の
校

章
の
源
に
相
当
し
よ
う
。
ま
た
、
校
友
会
機
関
誌
の
刊
行

が
企
図
さ
れ
、
誌
名
を
『
汲
泉
』
と
し
て
、
こ
の
六
月
十

日
に
創
刊
第
一
号
を
校
長
自
ら
の
表
紙
絵
で
発
行
し
た
。

誌
名
は
第
一
回
生
の
「
校
友
会
」
の
名
称
を
借
り
た
も
の

で
、
そ
の
主
意
は
次
の
古
歌
に
よ
る
と
い
う
。

古
へ
の
野
中
の
清
水
ぬ
る
け
れ
ど　

も
と
の
清
水
を

汲
む
人
ぞ
知
る

従
っ
て
先
の
汲
泉
会
を
『
い
づ
み
会
』
と
改
め
て
校
友

の
諸
種
の
会
合
を
も
っ
た
。

李
子
は
、
昭
和
十
年（
一
九
三
五
）『
汲
泉
』
百
号
記
念

に
際
し
て
「
汲
泉
を
皆
様
方
の
汲
泉
と
し
て
、
跡
見
の
園

に
湧
く
泉
を
汲
ん
で
、
あ
り
し
昔
を
偲
ぶ
と
共
に
、
日
々

の
体
験
な
り
、
感
想
な
り
そ
の
他
の
文
章
な
り
、
詩
歌
な

校
友
会
機
関
誌
『
汲
泉
』
創
刊
号
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り
俳
句
な
り
を
随
時
に
寄
せ
ら
れ
て
、
清
き
泉
の
本
を
永

久
に
涸
ら
す
こ
と
な
く
、
よ
り
よ
い
汲
泉
と
せ
ら
れ
る
こ

と
を
希
望
し
ま
す
」
と
寄
せ
た
。
以
来
、「
汲
泉
」
は
戦
前
、

用
紙
欠
乏
の
た
め
休
刊
す
る
ま
で
一
二
三
号
を
発
行
し
、

校
内
外
の
多
彩
な
ま
た
有
益
な
記
事
は
学
園
史
の
史
料
と

し
て
も
出
色
の
で
き
ば
え
で
あ
っ
た
。

な
お
、
校
友
会
は
卒
業
年
度
ご
と
の
い
わ
ゆ
る
会
名
が

学
校
よ
り
贈
ら
れ
、
明
治
三
十
六
年
度
卒
業
生
を
薔
薇
会

と
呼
び
、
以
後
、
蓬
会
、
櫻
会
な
ど
と
続
く
。
な
お
、
そ

れ
以
前
の
同
窓
者
の
場
合
を
、
松
花
会
、
若
松
会
、
小
松

会
と
称
し
て
、同
窓
の
集
い
を
娯
し
み
、記
事
な
ど
を
「
汲

泉
」
に
寄
せ
て
い
る
。
戦
後
は
校
友
会
活
動
も
、
中
学
高

校
・
短
大
・
大
学
と
個
別
の
名
称
を
も
ち
な
が
ら
、
全
体

と
し
て
の
校
友
会
の
下
、
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る（
卒

業
会
名
は
四
一
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

⑸　

厚
徳
会
の
こ
と
な
ど

花
蹊
が
幼
時
か
ら
親
し
ん
だ
一
族
の
寺
、
唯
専
寺
に
は

大
阪
の
窮
民
救
済
に
命
を
賭
け
て
慕
わ
れ
た
義
人
木
津
勘

介
の
墓
が
あ
る
。

花
蹊
は
常
に
生
徒
を
訓お

し

え
て
、
奢し

や

侈し

を
戒
め
慈
善
を
勧

め
た
。
そ
の
意
を
実
行
す
る
た
め
「
厚
徳
会
」
の
結
成
を

促
し
、
次
の
よ
う
に
訓
辞
し
た
。
明
治
三
十
四
年（
一
九

〇
一
）二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

他
人
の
苦
し
み
悲
し
み
を
人
の
事
と
し
て
思
ひ
も

や
ら
ず
う
ち
も
か
へ
り
み
ざ
ら
む
は
、
同
情
な
き
人

の
事
な
り
。
草
の
一
葉
花
の
一
片
を
だ
に
心
な
く
見

捨
て
む
こ
と
は
神
の
御
心
に
か
な
う
べ
か
ら
ず
。
泥

土
に
し
だ
れ
る
萩
は
お
こ
し
や
る
べ
く
、
潦

に
は
た
ず
みに
漂

ふ
蟻
は
援
け
て
や
る
べ
し
。
ま
し
て
同
じ
人
間
に
生

を
稟
け
同
じ
国
土
に
日
の
光
を
あ
ふ
ぐ
人
ど
も
の
中

に
、
事
あ
り
て
世
に
さ
す
ら
ひ
わ
ぶ
る
も
の
あ
ら
む

に
は
、
た
だ
に
人
事
と
の
み
は
見
捨
て
ら
れ
む
や

…
…
わ
れ
ら
女
子
の
身
は
、
こ
と
さ
ら
同
情
の
涙
を

そ
そ
ぎ
て
人
の
為
に
泣
か
む
の
心
得
こ
そ
肝
要
な
め

れ
…
…

と
し
て
、
ま
ず
寄
宿
生
の
結
髪
代
の
一
部
を
拠
金
す
る
こ

と
か
ら
会
が
起
こ
り
、
通
学
生
、
校
友
と
拡
が
り
、
学
内

に
は
定
期
的
拠
金
と
随
時
の
寄
附
な
ど
い
く
つ
か
の
会
が

で
き
た
。
そ
の
拠
出
の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

最
後
の
例
は
明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）七
月
、
花
蹊
に

教
育
功
労
者
と
し
て
叙
勲
の
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
祝
賀
の

た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
拠
金
に
手
許
金
な
ど
を
加
え
て
、
祝
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賀
会
の
代
わ
り
に
「
福
分
け
米
」
と
し
て
当
時
の
小
石
川

区
内
の
困
窮
者
に
、
校
友
総
出
の
お
手
伝
い
で
配
ら
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。

跡
見
「
厚
徳
会
」
そ
の
他
慈
善
・
拠
金
略
年
表

明
治
二
十
九
年
六
月

三
陸
大
海
嘯
に
生
徒
の
募
っ
た
義
捐
金
五
十
円
を

読
売
新
聞
に
依
託
。

明
治
三
十
三
年
七
月

印
度
の
飢
饉
に
校
友
会
よ
り
義
捐
金
を
送
る
。

明
治
三
十
四
年
二
月

慈
善
を
目
的
と
す
る
「
厚
徳
会
」
を
寄
宿
舎
内
に

つ
く
る
。
愛
国
婦
人
会
や
慈
善
事
業
に
寄
進
。

明
治
三
十
五
年
二
月

「
厚
徳
会
」
八
甲
田
の
凍
死
軍
人
遺
族
へ
寄
金
。

明
治
三
十
六
年
三
月

漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
跡
見

…
…
突
然
妙
な
人
が
御
客
に
来
た
。
十
七
八
の

女
学
生
で
あ
る
。
踵
の
ま
が
つ
た
靴
を
履
い
て
、

紫
色
の
袴
を
引
き
ず
つ
て
、
髪
を
算
盤
珠
の
様
に

ふ
く
ら
ま
し
て
勝
手
口
か
ら
案
内
も
乞
は
ず
に
上

つ
て
来
た
。
是
は
主
人
の
姪
で
あ
る
。
…
…
雪
江

と
か
云
ふ
奇
麗
な
名
の
御
嬢
さ
ん
で
あ
る
。
尤
も

顔
は
名
前
程
で
も
な
い
。
一
寸
表
へ
出
て
一
二
町

あ
る
け
ば
必
ず
逢
へ
る
人
相
で
あ
る
。
…
…

「
ぢ
や
猶
悪
る
い
わ
。
ま
る
で
蒟こ

ん
に
ゃ
く
え
ん
ま

蒻
閻
魔
ね
」

「
な
ぜ
？
」

「
な
ぜ
で
も
蒟
蒻
閻
魔
な
の
。
…
…
」

主
人
公
は
天あ

ま
の
じ
ゃ
く

探
女
で
蒟
蒻
問
答
を
繰
り
返
す
学
校
の

先
生
│
│
細
君
に「
あ
れ
で
よ
く
学
校
が
勤
ま
る
の
ね
」

と
い
わ
れ
る
叔
父
さ
ん
。
姪
と
も
口
論
す
る
。「
紫
袴

の
御
嬢
さ
ん
」、
柳
町
校
舎
近
く
の
「
蒟
蒻
閻
魔
」
で

有
名
な
源
覚
寺
。
跡
見
は
漱
石
の
最
も
日
常
的
な
生
活

圏
。
漱
石
の
お
弟
子
さ
ん
筋
に
跡
見
女
学
校
の
卒
業
生

も
何
人
か
い
る
。
漱
石
は
ま
た
、
女
流
画
家
と
い
え
ば

跡
見
花
蹊
…
…
と
論
説
文
に
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。
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「
厚
徳
会
」
東
北
飢
饉
地
へ
二
十
五
円
寄
付
。

明
治
三
十
七
年
二
月

校
友
大
会
を
中
止
し
て
費
用
の
一
部
千
円
軍
事
公

債
応
募
。

明
治
三
十
七
年
十
月

「
汲
泉
」
十
号
を
休
刊
、
費
用
の
一
部
で
毛
布
を

購
入
。
陸
軍
恤
兵
部
へ
送
る
。
以
後
数
回
。

明
治
三
十
八
年
四
月

義
勇
艦
隊
建
設
の
た
め
百
円
を
拠
出
。
厚
徳
会
な

ど
よ
り
出
征
軍
人
に
慰
問
袋
そ
の
他
を
贈
る
。

明
治
三
十
九
年
二
月

東
北
飢
饉
救
助
に
寄
宿
舎
一
同
、
厚
徳
会
、
通
学

生
有
志
と
次
々
義
捐
金
を
送
る
。

明
治
四
十
五
年
七
月

叙
勲
祝
賀
会
を
辞
退
し
、
手
許
金
、
校
友
会
積
立

金
か
ら
拠
金
。
「
福
分
米
」
と
し
て
米
四
十
石
施

与
。

大
正
三
年
二
月

「
厚
徳
会
」
桜
島
爆
発
の
映
画
を
校
内
で
上
映
、

入
場
料
を
東
北
・
九
州
救
済
に
当
て
る
。
校
友
会

も
義
捐
金
を
送
る
。
ま
た
、
災
害
救
済
と
し
て
職

員
・
生
徒
一
同
よ
り
慰
問
袋
八
五
〇
袋
寄
贈
。

大
正
三
年
十
月

慰
問
袋
七
五
〇
個
を
中
国
山
東
、
南
洋
、
出
征
中

の
陸
海
軍
兵
士
に
送
る
。

右
は
、
花
蹊
在
世
中
に
限
っ
て
抽
出
し
た
。
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